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 数学の 3 次元パラメータ関数の中の陰関数表示を新しいアルゴリズムに変更した。 





















下 3 桁、テキスト表示では 4 桁、確率値の場合は、四捨五入して p<0.001 の結果を見極めるた
めに、小数点以下 4 桁にしている。出力数値によっては、必要性から変更できないものもある。 
極端に大きさの異なるデータの例を図 1 に示す。 
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図 2 基本統計の出力結果          図 3 書式設定の画面 
この設定によって図 4 のような結果に変更することができる。 
 
図 4 書式変更結果 
テキスト表示の場合は、表示画面の中にデータの詳細な情報を組み込むことができないので、
書式を設定する場合は、予め指定しておいて、再出力する。メニュー［分析－テキスト小数点
桁数］の中で、小数点以下の桁数か、浮動小数点を選択する。図 5 に標準の結果、図 6 に浮動
小数点表示の結果を示す。 
  








 グリッドエディタには画面の下に図 1 のようなコメントの入力欄がある。 
 





















 独自のグラフに文字列を追加した例として図 1 に生存時間分析の Kaplan-Meier グラフとメ
タ分析のフォレストプロットを示す。 










図 2 挿入文字列のサイズと色の設定画面 
グラフ自身の文字サイズや、グラフの配色はグラフメニューの［設定－文字サイズ・色設定］
を選択することによって、変更可能である。その実行画面を図3 に示す。 
   
図 3 グラフの文字サイズ・色設定 
グラフに塗られる色は、予め指定された 19 種類の色パターンの中から選ばれる。但し、各色パ
ターンの中には 16 種類の色が配置されており、その中から「色入替」で前半と後半の 8 種類を




 グラフィックエディタは、共分散構造分析、デシジョンツリー、PERT など、多くの分析に 




った。その共分散構造分析についての例を図 1 に示す。 
 





利用すると図 1 は図 3 のように変更される。 
  
図 2 線幅・色設定画面          図 3 グラフィックエディタの変更例 
これに伴い、重要な部分を黄色で強調する機能とタイトルなどのコメントを挿入する機能をグ
ラフィックエディタのメニュー［表示］の中に加えた。その適用例を図 4 に示す。 
 
図 4 強調とコメント挿入の例 
コメントは画面上では枠が付いているが、コピーするときにはそれがなくなる。ただ、現在は 

























置も考えながら変更した。図 1に数量化Ⅰ類の改訂前の表示法、図 2 に改訂後の表示法を示す。 




図 1 数量化Ⅰ類の改訂前の実行結果 
 
図 2 数量化Ⅰ類の改訂前の実行結果 
変数が少ない場合は、図１の方が見易いと思うが、変数が多くなると横の表示にも限界がある。 
 
2.7 3 次元パラメータ表示関数の陰関数表示 
 メニュ ［ー分析－数学－グラフ－3 次元パラメータ表示関数］で表示される、実行画面の中に
ある 3 次元陰関数 ( , , ) 0f x y z = の表示のアルゴリズムは良い方法が見つからないまま、3
方向の 2 変数関数グラフを重ね合わせるという方法でごまかしてきたが、この度、2 次元の等
高線を描く方法を 3 次元に拡張した方法で描くことが可能になった。即ち、3 次元空間を直方
体のブロックに細かく区切り、 ( , , )f x y z の値がその辺の 2 点で符号を変えるか否かでその辺
を横切るかどうかを判断して切断面を描く方法である。図 1 にその例を示す。 
 
図 1 3 次元陰関数の例 



















図 1 実験計画法での比較グラフ 
対応のない場合とある場合の標準誤差付きの比較グラフを描いた結果が図 2 と図 3 である。 
  
図 2 対応のない場合の比較グラフ          図 3 対応のある場合の比較グラフ 












図 4 質的データの集計メニュ  ー
















   
図 7 生存時間分析の実行画面 
左側の図で、これらのボタンをクリックした実行例として、図8 に 2 種混合ワイブル分布の生
存関数、密度関数、ハザード関数の例を与える。 
 
図 8 2 種混合ワイブル分布の生存関数、密度関数、ハザード関数 
これを分解したグラフを図 9 に示す。 
 
図 9 2 種混合ワイブル分布の分解された生存関数、密度関数、ハザード関数 
図 9 の分解に際しては、2 種類の混合の程度を表す確率は掛けず、分解された 2 種類の分布と
して表示している。 
 




 我々は College Analysisを少しでも使い易くするために、いくつかの細かな機能の改訂や追
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